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　毎年 2 月 3 日に尼崎・大覚寺の節分会で奉納されている「大覚寺身振り狂言」は、鰐口と締太鼓の音を伴奏として、身振

りだけで演じられる台詞のない狂言である。大覚寺では、長い間狂言の奉納は行われていなかった。しかし、昭和の初め、

大覚寺に伝わる古い文書（このうち、中世文書５６点は県指定文化財）の中から、天保年間（江戸時代）に記された狂言の「番

組帳」が発見されたことを契機に、「壬生大念仏狂言」で有名な京都の壬生寺（大覚寺法類）の協力を得て、昭和 28 年の節

分会より、再び檀家有志による身振り狂言が奉納されるようになった。　

　平成 17年には、復活 50年を記念し、常設の舞台が完成し、その舞台の鏡板には、『大覚寺縁起絵巻』（江戸時代）に描かれた、

往古の尼崎の海浜の風景や、海岸に建つ大覚寺の前身「灯炉堂」の姿も参考にして制作された。

　また平成 19年には、地域社会で長年にわたり努力し伝統文化を守り育ててきたことが認められ、「大覚寺身振り狂言」は、

兵庫県「ふるさと文化賞」を受賞した。

　鰯の頭を戸口に立て、節分の用意を

していた後家さんの所に、厄払の芸人

が来た後、今度は鬼が後家さんに近づ

こうとやって来て、「打ち出の小槌」を

使って人間に変身し後家さんの好み

の品を次々に出してみせる。欲を出し

た後家さんは、相手の正体も知らずに

鬼を家に上げて酒を振る舞い、鬼を眠

らせて小槌と衣服を奪う。そこで鬼の

正体に気づいた後家さんは慌てて逃

げ出すが、目を覚ました鬼に追いかけ

られる。しかし最後には、節分のため

にと用意していた豆を投げつけ、鬼を

退散させてしまう。

　帳付け・赤鬼・黒鬼を従えた閻魔
大王の前に、亡者（餓鬼）が引き出され
裁判が始められる。鬼が、亡者の顔に
「浄玻璃の鏡」を向けると、そこには生
前に亡者が犯した罪の数々が映し出
され、亡者は地獄で「打擲」の刑を受け
ることになる。鬼に打ち据えられなが
らも一向に改心せず、さらに嘘をつき
続ける亡者は、ついには舌を抜かれ釜
ゆでにされてしまう。しかし、地獄に
も救いはあるもので、ゆで上がった亡
者を鬼たちが貪り食っている所に、地
蔵菩薩が現れる。菩薩の祈祷によって
亡者は息を吹き返し、最後には心を入
れ替える。

◆ ◆

　弁慶が従者を連れて清水寺に参詣

に出かけるが、五条の橋で千人斬りの

願掛けをしている牛若丸の噂を聞き

つけた従者は、参詣を止めるよう進言

する。場面は橋上へと換わり、武士達

が牛若丸を討とうと次々に挑みかか

るも皆悉く返り討ちに遭ってしまう。

最後に弁慶が薙刀を持って登場する

が、夜闇の中で辺りが見えず何度も打

ち損じる。今度は牛若丸が仕掛け、斬

り合いとなるが、遂に弁慶が敗れ牛若

丸の家来となる。

　船を逃して困っていた琵琶法師を騙
し、金と命を奪った海賊夫婦が、今度は
自分達の子どもの命を琵琶法師の恨み
が起こした波によって奪われてしま
う。子を失って改心した海賊夫婦は、我
が子と琵琶法師の追善供養の為に、琵
琶法師の集まる寺だった大覚寺に「悪
事を善事に変える」閻魔大王をはじめ
とした十王を祀るお堂を建立した。こ
の伝説をもとに作られた創作狂言「十
王堂」では、海賊を宿屋の主に替え、金を
奪われた琵琶法師が、人買いに攫われ
てしまった件の宿屋の息子を弁才天の
力によって救いだし、最後に宿屋の主
人が琵琶法師の勧めによって、かつて
法師から奪った金で十王堂を建立する。

◆ ◆

　「追儺」とは、災厄をもたらす鬼を追

い払う儀式のこと。「追儺湯立」では、

熱湯の中に笹を入れ、熱湯を周囲に振

りまくことによって、悪い鬼を追い払

う。

湯立の儀式によって「厄落とし」「追善

供養」「万民安楽」の祈願が成就される

ことを喜び、来年もまた盛大に節分会

が行われることを願って演じられる

「追儺湯立」は、厳粛な中にもユーモラ

スな明るさと喜びが溢れる演目であ

る。

　兄の「源頼朝」の追っ手を逃れ、海路
で九州に向うべく「大物之浦（当時の
大覚寺門前町）」までやってきた「義
経」一行。女性である「静御前」は都へ
帰るよう言われ、泣く泣く承知した
「静御前」は、再会を願って別れの舞を
舞う。
　「大物之浦」より船出した「義経」一
行の前に、かつて壇ノ浦で「義経」に滅
ぼされた平家の「平知盛」が亡霊と
なって現れる。「知盛」は薙刀を持って
一行に襲い掛かるが、「義経」が迎え撃
ち、山伏である弁慶が数珠を摺って祈
ると、やがて「知盛」は白波の中へと消
えていく。

◆ ◆
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